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文部科学省の中央教育審警官

では乙のところ、教育基本法の

見直しと教
育振興基本計画につ

いて
の審議が続いており、三月

末の墨終答申に向けて、基本問

題部会を中心に大詰めの段階に

さしかかっている。教育は国家

百年の計だから、答
申を基に、

国会でも広く国民のあいだで

も、活発な論議が起こってほし

いものである。

昨年十一月の「中間報告」に

あった「日本人としてのアイデ

リレlコラム

ンテゴアィ」は「日本人である
立脚型メディアであると同時
な拠点として北九州市寸天学大

乙と」
と表現され、論議の多い
に、郷里と国際社会をつなぐ報
学
警会システム研究科（博士

「愛国心」にかんする部分は
道（友好姉妹都市関係
書
警
護）が開設さ
れれい末
年春に

「郷里や国を愛する心」と表現
楽交流、留
学生問題英語教育
は、地方の時代の魁として、

される乙とになるつが、郷土愛
など）にも丹念に紙面を割き、
世界的に受発信する公立の国際

を愛国心の原点にすえるのは、
つねに世界に視野を開いてきた
教養大学が秋田県に発足する。

開かれたナショナリズムへの水
ことが、その生命力になってい
いずれも地域と国際埜宮という

路にもなり一るので、

霊号表
るといえよう。

視点からのものである。そのよ

現だといえよう。要
はその園や
『市民タイムス』の目
指す方
うな視座が確立されてはじめ

社会に民主主義と個人主義が根
向と
軌を一にしているといえよ
て、「郷里や国
持愛する心ャ」が

意味をもつのであるつ。
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このように私は考えてきたの
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であるが、
中央教育審議会原案

の「郷里や国を愛す奇心」の箇

づいているかどうかであって、
うが、早稲田
守学などわが国の
所について、私の次女の意見を

ファシズムや軍国主義の時代の
いくつかの大
単かグロlパりス
求めてみたと乙ろ、「郷里とい

愛国心とは時代環境が根本的に
ムばかりかロlカリ
立
にめ潜ったって東京に育ったのだし、

異なっている。

眼してHグローカルuを
悟携し
国といったってたまたま日本に

ところで、郷
里若愛する、左
たり、上智
李なども地域立脚
生まれ
ただ貯なのに・：」と言う

喧つうえで、『市民ダイムス』
型のグロlパリズム研究拠点
のである。私たちは若者の意見

は
きわめて
有益なメディ
アだと
（COE）を形成しようとして
にもっと耳を傾けるべ
安定と患

いえよう。本
紙が去る三月七日
いる。国際的な学術研究都
市を
う反面、いささか衝撃的な娘と

で一万号に達した乙とは蜜はし
目
指す北九州市には、昨年、グ
父との会話ではあった。

いかぎりだが、「広域コミュニ
ロlパライゼlションとロカラ
（国際社会学者向松本市出身）

ティ紙」としての本
紙が、地域
イゼlションをつ
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(望岳山荘にて-郷里や国を愛する心(市民タイムス-2003.03.12


